




1 はじめに 

近年,新生児医学の目覚ましい進歩により現在では出生体重 1,000g 未満の超未熟児をいか

にうまく保育するかという時代にまですすんできている。そしてそれらの生存例の予後は

比較的検討されているが,死亡例からの検討は少ない。この群に Intact survival が増えれ

ば,それ以上の体重児の予後は一層明るくなると考えられ,その意味からも超未熟児の死因

を追求することは有意義と考えられるので,今回我々は,出生体重 1,O00g 未満の超未熟児

の死亡剖検例につき病理的に検討を加えた。 


